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履修資格者選抜　実施要項

　社会学部・社会学研究科「学部・大学院修士課程五年一貫教育プログラム」は、本学社会学部在籍者が、学部・大学院修士課程を最短5年間で修了し、学士号および修士号を取得することを可能にするプログラムである。プログラム履修資格者は、学部4年次在籍時に社会学研究科修士課程の授業履修・単位取得の資格が与えられ、同年度内の大学院修士課程入試（特別選抜・秋期秋一般選考・春期一般選考のいずれか）を受験し合格することで、その後1年間の修士課程在籍により修士課程を修了する資格が与えられる。

1．選抜人数
15名程度

2．出願資格
　2016年4月以降に大学に入学し、2018年10月1日現在で一橋大学社会学部3年次に在学する者（休学中の者は除く）で、以下の要件のいずれかを満たす者。
（1）社会学部グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）履修者。
（2）2018年度春夏学期までのGPAが3.0以上の者。

3．出願期間
2018年12月10日（月）～2019年1月9日（水）
いずれの日も受付時間は、9時00分～12時00分および13時00分～17時00分

4．出願書類
（1）志願書（所定用紙、大学院ゼミナール所属を希望する教員の署名が必要）
（2）研究計画書（所定用紙、日本語または英語、横書き4枚（2千～4千字）程度）
※学部4年次・修士課程で取り組みたい研究のテーマを示したうえで、その概要と主要関連文献、2年間の研究計画をまとめること。適宜、図表を盛り込んでもよい。
（3）成績証明書（2018年春夏学期までのもの）：1通
（4）指導教員等の推薦書：1通（A4版1枚、500～800字程度、様式自由）
※後期ゼミ（主ゼミ）の教員に作成してもらうことが望ましい。ただし、GLP担当教員・導入ゼミ担当教員・入門ゼミ担当教員など、出願者の学修能力・関心について十分に評価できる本学教員をもって代えることもできる。
（5）志願書の「特記できる資格・スコア、経験など」に記入した場合、関連する証明書等のコピー（証明書類がない場合は不要）。



5．出願方法
社会学研究科事務室（法人本部棟4階）に、出願書類を持参し、一括提出する。（留学などの理由で書類の持参が困難な場合は、郵送提出を認めることがあるので、出願開始日（12月10日）までに社会学研究科事務室に問い合わせること。）

6．選抜方法
出願書類および口述試験（20～30分程度）の結果を総合して判定する。

7．選抜試験（口述試験）日程
2019年1月24日（木曜日）
※試験会場および各志願者の口述試験時間は、1月16日に社会学研究科掲示板（法人本部棟4階および本館西側）および研究科ウェブサイトに掲示する。
※派遣留学などで試験日に大学に来ることが困難な場合（私的旅行等は対象外）、インターネット中継による面接を許可することがあるので、出願開始日（12月10日）までに研究科事務室に問い合わせること。

8．選抜結果発表
2019年1月29日（火曜日）　
社会学研究科掲示板および研究科ウェブサイトにて発表する。

9．プログラム履修資格者の科目履修および学位取得について
別紙プログラムの概要をよく読むこと


問い合わせ先　　　　　　
社会学研究科事務室（教務担当）
042-580-8213（内線：8214）
soc-km.g@dm.hit-u.ac.jp


一橋大学社会学部・社会学研究科　学部・大学院修士課程五年一貫教育プログラム
履修資格者選抜　志願書

	氏名
	
	学生番号
	

	学部後期ゼミの指導教員
	

	推薦状を執筆した教員
	

	大学院ゼミで希望する指導教員
	（教員による署名）



	大学院で希望する専攻
（どちらかを○で囲む。大学院ゼミ希望教員の所属を確認すること）
	総合社会科学専攻　　地球社会研究専攻

	研究テーマ
	

	出願資格
（どちらかを○で囲む。２の場合は、GPAを記入）
	１．社会学部GLP履修者

２．2018年春夏学期までのGPA3.0以上　　GPA　　　　　

	特記できる資格、スコア、経験など
（語学検定試験、留学経験等、特記に値すると考えるものを3つまで記入。証明書等コピーを添付）
	
１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	インターネット中継での口述試験（1月24日）受験
（12月10日までに研究科事務に問い合わせ内諾を得たうえで、右欄に☑し、理由を記す）
	□　希望する（交換留学などで国内不在の場合など）

理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




	研究計画　
日本語または英語、横書き4枚（2,000～4,000字）程度。学部4年次・修士課程で取り組みたい研究のテーマを示したうえで、その概要と主要関連文献、2年間の研究計画をまとめること。適宜、図表を盛り込んでもよい。

	

	研究計画（つづき）

	

	研究計画（つづき）

	



 2 / 2

